
                        

 

ヴォックスヴォックスヴォックスヴォックス音楽吟詠会音楽吟詠会音楽吟詠会音楽吟詠会    

ヴォックス音楽吟詠会総本部 

創立三十周年記念誌 



                        

 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会

（創
立
後
途
中
改
称
）
創
立
者 

南
雲

一
廣
先
生

南
雲

一
廣
先
生

南
雲

一
廣
先
生

南
雲

一
廣
先
生
のののの
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 

代
表
作

・
親
父
の
海

（編
曲
）
・
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
流
れ
唄

（編
曲
） 

 

昭
和
八
年
八
月 
栃
木
県
宇
都
宮
市
川
向
町
に
生
ま
れ
る
。
宇
都
宮
商
業
高
校
を
経
て
、
明
治
大
学
に 

入
学
―
中
退
、
在
学
中
マ
ン
ド
リ
ン
ほ
か
音
楽
関
係
に
興
味
を
持
ち
、
古
賀
先
生
に
作
曲
、
編
曲
の
指
導 

を
受
け
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
曲
家
と
な
る
。
新
人
歌
手
―
扇
ひ
ろ
子

・
高
田
美
和

・
木
村
友
衛
な
ど 

の
養
成
し
、｢

全
国
大
衆
音
楽
家
協
会｣

設
立
に
貢
献
。
邦
楽
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
代
の
人
脈
実 

績
を
生
か
し
、
吟
詠
音
楽
普
及
に
力
を
注
い
だ
。
昭
和
五
十
二
年
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
レ
コ
ー
ド
音
楽
出
版
会 

社
を
設
立
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
レ
コ
ー
ド
吟
詠
会
会
長
に
就
任
、
本
格
的
に
吟
詠
音
楽
普
及
に
乗
り
出
す
。 

 

全
国
吟
詠
家
に
南
雲
イ
ズ
ム
を
浸
透
さ
せ
た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。 

 

◇
遺
訓
◇ 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
芸
術
吟
詠
で
、
人
の
心
に
息
吹
を
与
え
、 

 
 

荒
廃
し
た
人
心
を
詩
吟
の
魂
で
生
き
返
ら
せ
た
い 

 



                       

 
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
詩 

 

三 

宅 

正 

洲 

  

道
を
求
め
て
交
を
結
ぶ 

好
儔
多
し 

  

切
磋
す
聲
曲 

楽
し
み
油
油 

  

知
新
温
故 

真
訣
を
追
い 

  

紹
と
欲
す
詩
文
の 

千
載
に
優
な
る
を 

第

一
回

（平
成
二
十
ニ
年
度
） 

総総総総    

会会会会    

並並並並
び
に
び
に
び
に
び
に    

    

創
立
三
十
周
年    

祝祝祝祝    

賀賀賀賀    

会会会会    
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一一一一
、、、、
総総総総 

 
 

 
 

 
 

 

会会会会    

 
 

 

開

会

宣

言 

 
 

 

黙

祷 

 
 

 

君

が

代

斉

唱 

 
 

 

会

詩

合

吟 

 
 

 

会

長

挨

拶 

 
 

 

議

事 

 
 

 

表

彰

式 

 
 

 

閉

会

宣

言    

    

二二二二
、、、、
祝

賀

祝

賀

祝

賀

祝

賀

会会会会    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

開
会
の
こ
と
ば 

 
 

 

事
務
総
長
挨
拶 

 
 

 

知

立

文

楽

〔国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
〕 

 
 

 

祝

吟

・
祝

舞 

 
 

 
乾

杯 

 
 

 
懇

親

会 

 
 

 

閉
会
の
こ
と
ば 

 
 

 

万

歳

三

唱 

 



                         
 

祝
吟
祝
吟
祝
吟
祝
吟

・・・・
祝
舞
祝
舞
祝
舞
祝
舞    

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

地
区
本
部
代
表
者 

 
 

 

 

一
・
祝
賀
の
詞 

 
 

 
 

河
野
天
顛 

 
 

信
越 

 

吟 
 

 

片

倉

清

風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小

林

丹

風 

 

二

・
宝

船 
 

 
 
 

藤
野
君
山 

 
 

近
畿 
 

吟 
 

 

森
脇

一
天
翔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

舞 
 

 

浜

田

天

翔 

 

三

・
日

本

刀 
 

 
 

 
 

大
鳥
圭
介 

 
 

神
奈
川 

吟 
 

 

須

藤

元

光 

剣
舞 

 

秋

山

元

汀 

四

・
桜
花
の
詞 

 
 
 

 
 

逸 
 

名 
 

 
播
磨 

 

吟 
 
 

田

中

峰

翔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

舞 
 

 

笹

山

凛

操 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

凛

鏡 

 

五

・
本

能

寺 
 

 
 
 

頼
山
陽 

 
 
 

東
京 

 

吟 
 

 

多

田
羅
心
龍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

加

藤

心

皇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊

藤

晃

峰 

    



                         
六

・
祇
園
精
舎 

平
家
物
語
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 

群
馬 

 

剣
舞 

 

柚

木

荘

香 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

吟 
 

 

国

分

国

壮 

 

七

・
弘
道
館
に
梅
花
を
賞
す 

 

徳
川
景
山 

 
 

北
関
東 

吟 
 

 

生
天
目
輝
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

矢

口

吟

洸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

山

口

慂

風 
 

八

・
日
本
古
謡 

さ
く
ら 

宝

船 
 

 
 

 
 

中
部 

 

吟 
 

 

長
谷
川
桂
楓

・
坂

井

薫

斎

・
草

薙

麗

堂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

森

 

聲

華

・
高

木

豊

葉

・
井

川

園

楓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
和
田
久
美
容 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

舞 
 

 

佐

藤

聖

陽 
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名
誉
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
談
役 

 

清
水
源
翁 

  
 

 
 

 
 

此此此此
のののの
十
年
十
年
十
年
十
年
をををを
顧顧顧顧
み
て
み
て
み
て
み
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
十

一
年
の
秋
、
創
立
二
十
周
年
の
記
念
祝
賀
会
を
終
え
、
も 

 
 

う
今
年
三
十
周
年
と
い
う
。
執
行
部
に
席
を
置
い
て
、
こ
の
十
年
の 

変
遷
を
顧
み
れ
ば
、
平
成
十
九
年
に
南
雲

一
廣
会
長
の
ご
逝
去
、
続 

い
て
大
井
清

・
妻
木
正
麟
両
顧
問
の
重
鎮
を
お
く
り
、
執
行
部
の
僚 

友
を
も
失
い
、
悲
し
み
に
過
ぎ
て
い
っ
た
思
い
が
致
し
ま
す
。 

 

南
雲
会
長
生
前
、
承
諾
を
頂
い
た
東
京
地
区
本
部
長

・
岩
渕
公
胤 

先
生
の
会
長
就
任
、
中
部
地
区
本
部
長
兼
副
会
長

・
草
薙
典
龍
先
生 

の
事
務
総
長
就
任
、
そ
れ
に
伴
う
執
行
部
の
中
部
地
区
移
行
と
、
十 

年
の
歳
月
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
た
感
が
致
し
ま
す
。
中
部
地
区
は
、

優
秀
な
多
く
の
先
生
方
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
草
薙
先
生
の
知
識
と
実

行
力
を
以
て
す
れ
ば
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
も
前
途
洋
々
で
あ
り

ま
す
。
船
出
を
見
守
り
応
援
致
し
た
い
と
心
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
三
十
周
年
を
共
に
祝
し
、
諸
先
生
方
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
て
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。 

   
 

 
 

第

一
回
総
会 

 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
会
則
改
定
に
伴
い
、
旧
執
行
部
会
に
代 

り
総
会
を
開
催
す
る
。 

 
 

創
立
三
十
周
年
記
念
行
事 

 

 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
業
績
を 

 

顧
み
る
と
共
に
、
時
代
に
お
け
る
大
き
な
節
目
と
認
識
し
、
今
後 

更
な
る
健
全
な
発
展
を
期
し
て
、
次
の
通
り
記
念
祝
賀
会
を
開
催 

す
る
。 

一
、
名
称 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
創
立
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会 

一
、
開
催
期
日 

平
成
二
十
二
年
三
月
五
日

（金
）
午
後
二
時 

一
、
開
催
場
所 

名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル 

  

表
彰
基
準 

一
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
正
会
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
し
た
時
は 

 

こ
れ
を
表
彰
す
る
。 

 

Ａ 

特
別
功
労
賞
―
副
会
長

・
事
務
総
長

・
地
区
本
部
長

・
顧
問

・
相
談
役 

 
 

 

の
任
に
あ
る
者
及
び
特
別
功
労
の
認
め
ら
れ
る
者
。 

 

Ｂ 

永
年
功
労
賞
―
正
会
員
で
平
成
二
十
年
ま
で
に
入
会
し
た
者
。 

 

Ｃ 

感
謝
状
―
在
籍
十
年
未
満
の
会
員
で
平
成
二
十
年
ま
で
に
入
会
し
た 

 

者
。 

 



                         
 

 
 

 
 
 

 
 

 

ごごごご    

挨挨挨挨    

拶拶拶拶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

岩
渕
公
胤 

  

梅
花
馥
郁
と
咲
き
匂
う
こ
の
佳
き
日
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会

創
立
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
、
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
事
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

故
南
雲

一
廣
先
生
の｢

流
派
の
持

つ
素
晴
ら
し
い
持
ち
味
を
活
か
し

て
、
束
縛
の
無
い
真
の
芸
術
吟
詠
で
、
人
の
心
に
息
吹
を
与
え
て
、

荒
廃
し
た
人
心
を
詩
吟
の
魂
で
生
き
返
ら
せ
た
い｣

と
い
う
信
条
の

も
と
、
昭
和
五
十
四
年
九
月
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
吟
詠
会
創
立
。
私
こ
と
、

三
年
目
よ
り
東
京
地
区
本
部
長
を
拝
命
、
そ
し
て
平
成
十
九
年
三
月

二
日
、
全
国
執
行
部
会
に
於
い
て
会
長
と
い
う
重
責
を
戴
き
、
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
三
十
年
、
正
に
〝
光
陰
矢

の
如
し

〟
と
申
し
ま
し
ょ
う
か----

そ
の
間
、
偉
大
な
南
雲

一
廣
先
生

（平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
ご
逝
去
）
、
著
名
な
常
任
顧
問
で
あ
ら

れ
た
大
井
清
先
生
又
妻
木
正
麟
先
生
と
相
次
い
で
黄
泉

へ
と
旅
立
た

れ
ま
し
た
。
亦
故
人
と
な
ら
れ
た
三
宅
正
洲
先
生
始
め
、
沢
山
の
諸

先
輩
の
先
生
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

生
前
に
受
け
た
恩
徳

・
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
併
せ
、
ご
厚
情
に
対
し
改

め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
要
で
あ

っ
た

（現
名
誉
会
長

・
相
談
役
）
清
水
源
翁
先
生
に
は
、
多
大
な
る 

 

ご
指
導
を
賜
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
年
よ
り
、
総
本
部
が

中
部
地
区

へ
と
移
行
し
、
本
日
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
部
地
区
本
部
長

・
副
会
長

・
事
務
総
長
で
才
溢
れ
る
好
漢

で
有
能
な
草
薙
典
龍
先
生
を
中
心
に
、
執
行
部
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
御
蔭

で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
日
頃
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
全
国
各
地
区
本
部
長
始
め
、
会
員
の
皆
様
に
厚
く
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
は
、
心
豊
か
な
心
の
温
か
い
人
達
の
集
ま
り

で
あ
り
、
人
の
良
い
所
を
認
め
合
い
、
そ
し
て
無
い
所
を
吸
収
し
合
う
、

思
い
や
り
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
団
体
で
す
。
〝
恥
を
捨
て
人
に
物
問
い
習

う
べ
し 

こ
れ
ぞ
上
手
の
基
な
り
け
る

〟
け
る

〟
何
事
も
謙
虚
に
聞
き

た
い
も
の
で
す
。
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
明
日
を
信
じ
、
こ
の
乱
れ
た
世
の
中
、

詩
吟
で
浄
化
し
た
い
も
の
で
す
。｢

イ
エ
ス
・
ウ
イ

・
キ
ャ
ン｣

今
後
と
も

共
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
併
せ
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 



                         
 

 
 

 
 
 

 
 

 

ごごごご    

挨挨挨挨    

拶拶拶拶 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
    

総
本
部
副
会
長

・
同
事
務
総
長

・ 

中
部
地
区
本
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

三
十
周
年

三
十
周
年

三
十
周
年

三
十
周
年
のののの
節
目
節
目
節
目
節
目
にににに
立立立立
っ
て
っ
て
っ
て
っ
て 

草
薙
典
龍 

 
 

 
 

 
 

―｢

竿
挿
せ
ど 

底
ひ
も
知
ら
ぬ
わ
だ
ず
み
の 
 

深
き
心
を 

君
に
見
る
か
な｣

― 
 

私
た
ち
の
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
創
始
者
、
作
曲
家

・
南
雲

一
廣
先
生
は
、
互
い

に
心
の
触
れ
合
い
を
第

一
に
し
て
日
本
真
髄
の
吟
詠
を
愛
す
る
同
志
と

大
同
団
結
し
て
、｢

人
の
心
に
息
吹
を
与
え
る｣

｢

人
道
即
ち
吟
道｣

の
道
を

実
践
さ
れ
、
私
達
に
素
晴
ら
し
い
吟
道
精
神
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

十
九
年
に
南
雲
先
生
は
天
国
に
召
さ
れ
、
辛
く
悲
し
い
お
別
れ
で
し

た
。
し
か
し
南
雲
先
生
の
精
神
は
、
心
有
る
会
員
に
よ
っ
て
、｢

束
縛
の

な
い
流
派
を
超
越
し
た
南
雲
イ
ズ
ム
の
灯
を
点
し
続
け
よ
う｣
と
結
束
を

新
た
に
し
て
、
こ
こ
に
各
地
区
本
部
が｢

助
け
合
い

・
譲
り
合
い

・
分
か

ち
合
い｣

の
精
神
で
、
結
束
を
誓
い
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
継
承
が
成
さ
れ
た
の

で
す
。
そ
し
て
新
会
長
に
岩
渕
公
胤
先
生

・
名
誉
会
長
に
清
水
源
翁
先

生

・
副
会
長
に
岡
田
岳
龍
先
生
と
本
田
天
水
先
生
、
不
肖
の
私
が
副
会
長

と
事
務
総
長
の
大
役
を
担
う
こ
と
と
相
成
り
、
ま
た
、
岩
渕
会
長
の
英
断

に
よ
っ
て
創
立
以
来
の
東
京
総
本
部
が
中
部
に
移
さ
れ
、
心
気

一
転
、
刷

新
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
が
出
発
し
ま
し
た
。 

先
ず
、
新
生
中
部
総
本
部
は
、
組
織
を
如
何
に
し
て
確
立
す
る
か
、
会 

 

 

員

一
人
ひ
と
り
が
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
会
員
で
あ
る
事
を
認
識
し
て
頂
け
る
会

作
り
と
は
何
か
、
を
課
題
と
し
て
、｢

規
約
の
改
正
と
会
報

・
会
旗

・
バ

ジ
の
刷
新

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設｣

を
敢
行
致
し
ま
し
た
。 

会
議
に
つ
い
て
、
年

一
回
開
催
の
総
会
は
、
会
員
の
声
を
反
映
出
来

る
よ
う
全
会
員
が
参
加
で
き
る
規
約
に
改
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
乍
ら
中
部
総
本
部
も
何
と
か

一
年
目
が
過

ぎ
、
こ
こ
に
三
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
南
雲
先
生
も
天
国
で
見
守

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。 

こ
の
三
十
周
年
の
歩
み
で
の
特
筆
は
、
漢
詩
の
故
郷
、
日
中
国
交
十

周
年
の
北
京
公
演
で
文
化
庁
の
ご
支
援
を
頂
き
、
中
国
共
産
党
青
年
団

主
管
の
中
国
政
府
歓
迎
交
流
会
を
行
な
っ
た
こ
と
で
す
。
交
流
会
に
は

百
五
名
に
及
ぶ
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
会
員
が
招
待
さ
れ
、
日
本
吟
界
に
先
駆
け

て
の
日
中
文
化
の
掛
け
橋
と
し
て
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
名
声
を
響
か
せ
ま
し

た
。
こ
の
実
績
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ

・
中
国
南
京

・
揚
子
江
船

上
吟
詠
大
会
等
の
海
外
で
の
活
躍
は
真
に
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
功
績
と
存
じ

ま
す
。
レ
コ
ー
ド
吟
界
に
あ
っ
て
全
国
決
勝
大
会
最
優
秀
者
の
文
部
科

学
大
臣
賞
受
賞
は
、
こ
の
文
化
事
業
が
認
め
ら
れ
た
大
殊
勲
の
証
で
す
。 

さ
て
、
故
南
雲
先
生
の
良
き
相
談
役
で
あ
ら
れ
た
故
大
井
清
先
生

・

故
妻
木
正
麟
先
生
の
両
雄
を
は
じ
め
、
更
に
は
、
顧
問
の
作
詞
家

・
故

大
野
恵
造
先
生
の
存
在
感
は
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
の
大
切
な
守
り
神
の
忘
れ

形
見
で
す
。 
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三
十
周
年

三
十
周
年

三
十
周
年

三
十
周
年
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
新新新新
し
き
し
き
し
き
し
き
明
日
明
日
明
日
明
日
へへへへ｣｣ ｣｣  

 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会

（旧
レ
コ
ー
ド
吟
詠
会
）
の
創
立
か
ら

三
十
周
年
、
こ
の
年
月
を
振
り
返
る
時
、
多
く
の
清
廉
な
る
人
士
吟

友
と
の
出
会
い
や
多
く
の
実
り
あ
る
幸
に
恵
ま
れ
た
様
々
を
憶
い
、

一
吟
詠
人
と
し
て

一
入
の
感
慨
と
充
実
感
に
満
た
さ
れ
ま
す
。 

 

 

私
は
日
本
の
詩
吟
は
世
界
に
誇
れ
る
声
楽
と
評
し
て
い
る

一
人

で
す
。
古
来
詩
吟
は
時
代
を
超
え
て
脈
々
と
日
本
人
の
心
の
中
に
生

き
続
け
て
、
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。 

 

詩
吟
が
、
社
会
現
象
の
荒
波
の
中
で
衰
退
の
道
を
辿
っ
て
い
る
の

は
何
故
で
し
ょ
う
か
、
誠
に
残
念
の
極
み
で
す
。
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
は
日

本
の
真
髄
の
詩
吟
を
未
来
に
継
承
す
る
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

三
十
年
の
節
目
に
立
ち
、
私
は
会
員

一
人
ひ
と
り
が
手
を
携
え

て
、
南
雲
遺
訓
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
出
来
る
会
作
り
を
目
指
し
、

吟
界
発
展
の
為
に
貢
献
し
て
参
る
所
存
で
す
。
ど
う
か

一
層
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

戦
後
、
日
本
文
化
研
究
所
を
主
宰
し
吟
道
の
振
興
に
も
意
を
尽
く
さ
れ
た

大
井
清
先
生
の
勧
め
で
入
会
し
た
私
は
、
先
生
が
推
す
南
雲

一
廣
会
長
の
人

柄
と
吟
詠
の
会
設
立

へ
の
純
粋
志
向
に
共
感
し
、
以
来
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
同
人
の

一
人
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
接
し
て
親
し
み
や
す
く
穏
や
か
な

一
面
、

無
類
の
お
酒
好
き
で
豪
放
磊
落
な
南
雲
先
生
を
語
る
時
、
恒
例
の
行
事
や
数

度
に
及
ぶ
日
中
。
日
米

・
日
仏
等
と
の
親
善
交
流
の
旅
を
通
じ
て
、
無
欲
恬

淡
な
横
顔
だ
け
が
浮
か
び
ま
す
が
、
私
に
は
忘
れ
得
ぬ
貴
重
な
想
い
出
の
一

つ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

嘗
て
の
日
、
作
曲
家
と
し
て
作
詩
作
曲
さ
れ
た
作
品
を｢

折
あ
れ
ば
歌
っ

て
み
て
下
さ
い｣

と
、
先
生
ご
自
身
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
に
よ
る
録
音
テ
ー

プ
を
添
え
て
贈

っ
て
下
さ
り
、
後
日
、
人
間
愛
溢
れ
る
そ
の
曲｢

噫
対
馬
丸｣

を
江
戸
東
京
博
物
館
ホ
ー
ル
で
の
名
流
大
会
で
先
生
の
ピ
ア
ノ
で
歌

っ
た

想
い
出
が
、
今
も
手
許
に
あ
る
先
生
形
見
の
テ
ー
プ
に
録
さ
れ
た
、
ハ
ス
キ

ー
な
先
生
の
歌
声
と
共
に
熱
く
胸
に
甦
り
ま
す
。
平
成
十
九
年
七
月
、
先
生

は
天
国

へ
旅
立
た
れ
ま
し
た
が
、
相
前
後
し
て
鬼
籍
に
入
ら
れ
三
十
年
の
追

憶
の
中
か
ら
鮮
や
か
に
眼
に
浮
か
び
心
に
残
る
先
師
、
吟
友
の
方
々
と
共

に
、
今
三
十
周
年
を
祝
う
我
々
に
明
日
へ
の
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
を
託

し
、
遙
か
天
上
よ
り
見
守

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
｢

流
派
の
持
味
を
活
か
し
、
束
縛
な
き
芸
術
吟
詠
で
息
吹
を
与
え
荒
廃
し

た
人
心
を
詩
吟
の
魂
で
生
き
返
ら
せ
た
い｣

と
い
う
創
設
者
南
雲

一
廣
先
生

の
信
条
を
継
承
す
る
会
長

・
岩
渕
公
胤
先
生
は
、
常
々
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
は
心

豊
か
で
心
温
か
き
人
達
の
集
ま
り
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
も
三
十

年
を
顧
み
て
、
そ
の
通
り
多
く
の
清
廉
な
る
人
士
吟
友
に
会
し
た
喜
び
を
実 



                          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

西
中
国
地
区
本
部
長 

本
田
天
水    

祝祝祝祝
ヴ
ォ
ッ
ク
ス

ヴ
ォ
ッ
ク
ス

ヴ
ォ
ッ
ク
ス

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会

音
楽
吟
詠
会

音
楽
吟
詠
会

音
楽
吟
詠
会
創
立
創
立
創
立
創
立
30303030

周
年
周
年
周
年
周
年    

こ
の
度
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
創
立
三
十
周
年
の
栄
え
あ
る
年
を

迎
え
ら
れ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

顧
み
ま
す
と
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
の
三
十
年
前
の
吟
詠
会
は
、

詩
吟
全
盛
期
に
始
ま
り
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
独
自
の
審
査
方
法

は
、
斬
新
さ
に
注
目
の
的
と
な
り
、
特
に
各
地
区
の
審
査
に
は
、
吟
詠
時

間
、
詩
文
の
読
み
等
は
、
大
好
評
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
唯
、

評
価
に
於
い
て
は
厳
し
く
、
レ
コ
ー
ド
各
社
の
地
方
の
予
選
の
練
習
コ
ン

ク
ー
ル
と
ま
で
言
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
南
雲
先
生
の
熱
意
は
充

実
し
、
各
社
の
地
方
予
選

（
一
会
場
）
の
出
吟
者
五
百
六
十
人
と
、
全
国

一
の
大
記
録
樹
立
と
な
り
、
そ
の
評
価
は
不
動
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
南
雲
先
生
の
後
を
引
き
継
が
れ
た
岩
渕
公
胤
先
生
は
、
短
期

間
な
が
ら
多
様
化

・
複
雑
化
す
る
諸
事
業
に
、
ま
た
、
効
果
的
に
実
施
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
全
国
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
さ
れ
、
特
色
あ

る
地
方
を
育
み
、
各
地
域

へ
の
お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
り
、
三
十
周
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
関
東
地
区
本
部
長 生

天
目
輝
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先
人
先
人
先
人
先
人
の
お
の
お
の
お
の
お
導導導導
き
に
き
に
き
に
き
に
感
謝
感
謝
感
謝
感
謝    

 

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
創
立
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
誠
に
喜
ば
し
く
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
レ
コ
ー
ド
吟
詠
会
が
発
足
し
て
か
ら
の
三
十

年
間
を
顧
み
ま
す
と
、
感
慨
無
料
で
あ
り
ま
す
。
吟
道
に
対
す
る
熱

意
と
誠
実
で
温
和
な
人
柄
の
南
雲

一
廣
先
生
の
お
考
え
に
共
鳴
し

て
結
集
さ
れ
た
多
く
の
先
生
が
た
は
、
心
か
ら
尊
敬
で
き
る
方
々
で

あ
り
ま
し
た
。
唯
、
残
念
な
こ
と
に
南
雲
先
生
始
め
、
惜
し
ま
れ
た

先
生
方
が
、
今
は
故
人
と
な
っ
て
い
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
乍
ら
、

そ
の
遺
志
は
会
長

・
岩
渕
公
胤
先
生
並
び
に
事
務
局
長

・
草
薙
典
龍

先
生
を
中
心
と
し
た
先
生
方
に
受
け
継
が
れ
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
発

展
し
て
行
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠

会
の
最
大
の
魅
力
は
、
三
宅
正
洲
先
生
の
作
詩
さ
れ
た｢

ヴ
ォ
ッ
ク

ス
の
詩｣

に
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
各
流
派
を
超
越
し
全
国

 

 

 

 

感
す
る
も
の
で
あ
り
、
温
か
き
憶
い
を
胸
に
同
志
の
皆
様
と
共
に
ヴ
ォ

ッ
ク
ス
の
明
日
に
向
か
っ
て
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

を
契
機
に
な
お

一
層
の
会
員
相
互
の
融
和
と
連
携
を
深
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
の
、
更
な
る
発
展
と
会
員
皆
様

方
の
、
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。 
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国
分
国
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―
祝
詞

一
首
― 

並
び
に 

祝
辞 

 
 

同
志
ノ
吟
縁 

三
十
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感
懐
ス 

辛
苦 

衛
リ
ラ
ル
ヲ 

精
堅
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一 

 
 

高
堂
ノ 

佳
客 

如
ク 

仙
鶴
ノ 
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一 

 
 

聲
調 

連
綿
ト
シ
テ 

千
載
ニ
傅
フ 

  
 

 
 

 
 

 
 

〔仄
起
式
下
平
声

一
先
韻
〕 

   

 

か
ら
選
ば
れ
た
吟
者
が
集
い
、
伸
び
伸
び
し
た
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
が
出
来

る
場
は
他
に
有
り
ま
せ
ん
。
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
レ
コ
ー
ド
吟
詠
会
が
誕
生
し
た

頃
は
、
各
種
団
体
の
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
に
於
い
て
詩
文
の
読
み
、
詩
語
の

ア
ク
セ
ン
ト
や
吟
詠
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
機
制
す
る
よ
う
に
な
り
、
吟

者
は
、
そ
れ
等
に
気
を
取
ら
れ
、
萎
縮
し
た
吟
詠
に
な
る
き
ら
い
が
あ
り

ま
し
た
。 

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
言
葉
も
明
瞭
に
す
る
た
め
に
自
然
的
に
発

生
し
た
も
の
で
、
標
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
N

H

K

ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
）。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
漢
詩
は
作
者
が
感
じ
た
事
柄
を
法
則
に
従
っ

て
文
字
に
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
吟
者
は
之
を
声

（ヴ
ォ
ッ
ク
ス
・
・
・

ラ
テ
ン
語
）
で
表
現
し
、
聴
者
に
感
動
を
伝
え
る
の
が
究
極
の
目
的
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
吟
者
は
発
声
の
練
習
と
併
せ
て
詩
文
の
意
味
と
そ
の

背
景
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。｢

道
を
求

め
て
交
わ
り
を
結
ぶ
、
切
磋
す
声
曲
楽
し
み
油
油｣

会
員
の
皆
様
、
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
切
磋
琢
磨
し
て
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
の

維
持
発
展
の
為
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 
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国
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ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
三
十
周
年
記
念
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

一
言
に
三
十
年
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
道
程
は
決
し
て
平
坦
で
は
無
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
間
、
故
南
雲

一
廣
会
長
を
中
心
に
本
部
の
先

生
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
今
日
の
発
展
を
見
た
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。
私
が
四
代
目
の
信
越
地
区
本
部
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
て
よ
り
三

年
と
な
り
ま
す
。
今
日
在
る
も
、
故
吉
村
初
代
本
部
長
始
め
、
諸
先
輩
先

生
方
の
永
年
に
亘
る
貢
献
の
賜
物
と
改
め
て
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

孔
子
の
言
葉
に｢

道
は
遠
か
ら
ず
、
人
に
遠
け
れ
ば
、
道
と
為
す
べ
か

ら
ず｣

と
あ
り
ま
す
。
吟
道
と
い
う
道
も
正
に
そ
の
も
の
で
あ
り
、
私
達

も
、
自
分
の
身
近
に
あ
る
吟
道
を
大
切
に
、
日
々
精
進
し
て
行
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、｢

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
之
詩｣

の
冒
頭
に
、｢

道
を
求

め
て
交
わ
り
を
結
ぶ｣

と
あ
り
ま
す
が
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
会
員
の
真
髄
を
表

現
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
と
想
い
ま
す
。
本
日
を
機
に
、

一
層
の
和
親
躍

進
を
期
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
岩
渕
公
胤
会
長
を
中
心
に
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音

楽
吟
詠
会
が
、
益
々
発
展
す
る
事
を
祈
念
し
て
御
祝
詞
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

◇◇◇◇
十
五
回

十
五
回

十
五
回

十
五
回
のののの
コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル
をををを
実実実実
施施施施
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た
◇◇◇◇    

群
馬
地
区
本
部
長

・
国
分
国
壮    

辞
書
を
繙
く
と
、
V

O

X

と
は
声
と
か
音
と
い
う
意
味
で
、
ラ
テ

ン
系
中
南
米
や
ギ
リ
シ
ャ
等
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
祝
詞
の
中

に
V

O

X

の
こ
と
を｢
声
調｣

と
表
現
し
ま
し
た
。 

 

V

O

X

に
入
会
す
る
為
に
は
、
東
京
V

O

X

の
諸
先
生
と
群
馬
の

各
流
派
の
諸
先
生
及
び
門
下
の
会
員
の
皆
様
に
よ
る｢

交
流
発
表
会｣

及

び｢

懇
親
会｣

を
箕
郷
町
文
化
会
館
に
お
い
て
実
施
し
、
概
ね
賛
同
を
得

ま
し
た
の
で
、
翌
年
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
本
年
で
十
五
回
に

な
り
ま
す
。 

 

こ
の
十
五
年
間
で
、
退
会
二
会
派
、
入
会

一
会
派
で
、
現
在
正
会
員

十
九
名
で
地
区
の
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
課
題
の
一
例
は
、
ど
の

位
の
会
員
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
か
で
あ
り
ま
す
。 

 

地
区
の
入
賞
は
、
な
る
べ
く
多
く
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、

参
加
者
は
会
派
人
数
の
三
割
程
度
で
、
こ
れ
を
次
年
度
は
四
割
を
目
標

に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

決
勝
と
な
る
と
二
％
弱
で
、
全
会
員
の
ほ
ん
の
一
部
と
い
う
の
が
頭

痛
の
タ
ネ
で
す
。 

祝
辞
ら
し
く
な
い
一
端
で
恐
縮
至
極
で
す
。 

 



                         
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

おおおお
祝祝祝祝
い
の
い
の
い
の
い
の
言
葉
言
葉
言
葉
言
葉    

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

東
京
地
区
本
部
長

・
寺
橋
暁
穂 

  

光
陰
矢
の
ご
と
し
、
言
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
月
日
の
経

つ

の
が
日
増
し
に
早
く
な

っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。
弥
生
の

木
々
が
緑
に
映
え
、
春
の
足
音
を
感
ず
る
好
季
節
に
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス

音
楽
吟
詠
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
十
年
前
の
平
成
十

一
年

十
月
三
十
日
、
東
京
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
於
き
ま
し
て
盛

大
に
創
立
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
事
が
昨
日
の
よ
う
に

思
い
浮
び
ま
す
。
短
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
十
年
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
間
、
全
会
員
の
心
の
拠
り
所
で
あ
り
ま
し
た
南
雲

一
廣

会
長
の
ご
逝
去
。
こ
の
訃
報
に
接
し
た
全
国
の
会
員
が
如
何
に
失
望

し
た
事
で
し
ょ
う
か
。
南
雲
先
生
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
岩
渕
公
胤
先

生
の
会
長
就
任
と
諸
々
の
事
情
に
よ
る
中
部
地
区

へ
の
本
部
移
行
、

更
は
常
任
顧
問
ク
ラ
ス
の
先
生
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
考
え
よ
う
に
よ

っ
て
は
苦
難
の
十
年
だ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
岩
渕
公

胤
新
会
長
を
中
心
に
草
薙
典
龍
副
会
長
を
始
と
す
る
中
部
地
区
の
先

生
方
の
ご
尽
力
と
全
国
会
員
の
協
力
に
よ
り
、
そ
の
苦
節
を
乗
り
越

え
、
本
日
こ
こ
尾
張
の
地
に
於
い
て
意
義
あ
る
三
十
周
年
記
念
祝
賀

会
を
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
事
に
絶
大
な
る
感
謝
と
お
祝
辞
を
申
し 

 

述
べ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
岩
淵
公
胤
前
東
京
地
区
本
部
長
の
会
長
就

任
、
に
よ
り
、
後
任
の
東
京
地
区
本
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
私
で

す
が
、
今
後
と
も
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、

微
力
を
尽
く
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
祝
い
の
言
葉
に
代
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ごごごご    

挨挨挨挨    

拶拶拶拶 

神
奈
川
地
区
本
部
長
代
行

・
山
室
瑞
山 

先
賢
先
賢
先
賢
先
賢
のののの
教教教教
え
を
え
を
え
を
え
を
継継継継
い
で
い
で
い
で
い
で 

 

早
咲
き
の
桜
の
便
り
が
聞
か
れ
、
ま
た
季
節
が
巡
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
日
此
に
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
創
立
三
十
周
年
記
念
の
祝
賀
行
事

が
盛
会
に
取
り
行
わ
れ
ま
す
こ
と
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
草
創

か
ら
今
日
に
至
る
永
い
道
程
を
、
常
に
牽
引
し
て
下
さ
い
ま
し
た
先
達
の

諸
先
生
方
に
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

只
、
残
念
な
こ
と
は
、
本
日
の
慶
事
を
見
ず
に
逝
か
れ
た
初
代
会
長

・
南

雲

一
廣
先
生
は
じ
め
、
お
姿
の
見
え
な
い
先
生
に
想
い
が
及
び
ま
す
。
当

地
区
で
も
、
常
任
顧
問
で
本
部
長
で
あ
ら
れ
た
妻
木
正
麟
先
生
が
三
年

前
、
百
二
歳
で
他
界
さ
れ
、
そ
の
後
を
不
肖
私
が
代
行
を
務
め
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
ご
生
前
は
、
ご
存
知
の
通
り
古
武
士
然
と
し
て

厳
し
く
、
そ
の
反
面
慈
父
の
様
な
方
で
、
硬
軟
二
刀
を
駆
使
さ
れ
て
、
ヴ

ォ
ッ
ク
ス
の
信
条
を
説
か
れ
る
お
姿
を
今
直
髣
髴
と
想
い
起
こ
し
ま
す
。 

 

 



                        

吟
詠
は
、
技
術
を
追
求
す
る
だ
け
の
考
え
方
で
は
齟
齬
が
生
じ
る
と
思

い
ま
す
。
播
磨
地
区
は
五
流
派
が
仲
良
く
親
睦
を
深
め
な
が
ら
役
員
全

体
で
運
営
し
吟
詠
毎
年
役
員
間
の
親
睦
会
を
主
催
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
更
に
流
派
間
で
も
出
場
者
の
間
で
の
疎
通
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
大
変
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
和
漢
の
詩
や
歌
を

朗
詠
す
る
こ
と
は
、
趣
味
の
世
界
中
最
高
の
存
在
で
し
ょ
う
。
い
や
、

趣
味
よ
り
も
、
も
っ
と
高
い
教
養
の
世
界
で
宗
教
に
近
い
も
の
と
思
い

ま
す
。
私
自
身
、
下
手
な
が
ら
も
先
人
の
真
似
を
し
て
作
詩
を
楽
し
む

に
於
い
て
、
こ
の
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
の
人
生
最
高
の
喜
び
を
味
わ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
と
共
に
、
人
と
人
と
の
間
に
存
在

す
る
自
己
の
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、
朗
詠
の
妙
味
に
し
び
れ

る
こ
と
が
出
来
る
幸
福
を
か
み
締
め
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
な
り
に
苦
労

し
な
が
ら
今
後
共
参
加
者
と
共
に
こ
の
道
を
探
求
し
て
参
り
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
宜
し
く
ご
指
導
下
さ
い
ま
せ
。 

 

｢｢ ｢｢

文
部
科
学
大
臣
賞

文
部
科
学
大
臣
賞

文
部
科
学
大
臣
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
のののの
授
与
授
与
授
与
授
与｣｣ ｣｣

    

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会

・
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
で
は
、
毎

年
、
文
部
科
学
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
晴
れ
が
ま
し
い

事
が
他
に
あ
ろ
う
か
。
詩
吟
の
世
界
で
唯

一
こ
の
賞
が
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス

に
は
有
る
。
播
磨
地
区
で
は
、
平
成
四
年
に
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
入
会
後
、
七

名
受
賞
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
事
を｢

最
も
大
事
な
こ
と｣

と
考
え
ま
し

て
、
予
ね
て
ボ
ッ
ク
ス
創
流
の
歴
史
を
会
員
に
も
っ
と
知
ら
し
め
た
い

と
願
っ
て
い
た
。 

 

私
達
は
、
先
生
の
ご
意
志
を
継
承
し
て
神
奈
川
地
区
を
維
持
し
て
行

く
、
そ
ん
な
思
い
で
今
日
取
組
ん
で
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
も
新
体
制
と
な
り
、

岩
渕
公
胤
先
生
を
中
心
に

一
致
協
力
し
て
吟
界
に
存
在
感
を
示
し
、
更

な
る
発
展
と
諸
先
生
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ごごごご    

挨挨挨挨    
拶拶拶拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

播
磨
地
区
事
務
局
長 

 

嶝
本
賀
求
道 

 
 

平
成
四
年
、
有
志
七
名
程
と
世
話
人
四
十
人
が
集
ま
り
、
吟
詠
コ

ン
ク
ー
ル
二
百
四
十
八
名
が
出
場
さ
れ
て
、
播
磨
地
区
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
初
年
度
、
創
始
者

・
南
雲

一
廣
先
生
が
審
査
委
員
長
で
二
度
、

更
に
地
区
有
志
に
よ
る
レ
コ
ー
デ
イ
ン
グ
で
も
先
生
に
二
度
の
御
来
駕

を
仰
ぎ
、
親
し
く
接
し
て
戴
き
ま
し
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
有
り
難
く

嬉
し
い
限
り
で
し
た
。
近
畿
地
区

・
岡
田
岳
龍
先
生
や
東
中
国
の
柴
田

旭
旺
先
生
、
中
部
地
区

・
草
薙
典
龍
先
生
に
も
審
査
長
を
お
願
い
し
、

地
区
会
員
達
と
接
し
て
頂
き
ま
し
た
。
詩
吟
の
盛
ん
な
関
西
圏
の
吟
剣

詩
舞
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
レ
コ
ー
ド
会
社
が
主
催
す
る
行
事
に
囲
ま
れ
て
、

ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠
会
播
磨
地
区
は
、
確
固
た
る
存
在
を
維
持
し
て

お
り
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



                        

総
本
部
が
東
京
か
ら
中
部
に
移
管
さ
れ
た
時
の
会
員

ニ
ュ
ー
ス
53

号
に
、
草
薙
事
務
総
長
が
南
雲

一
廣
先
生
と
の
創
流
当
時
の
経
緯
や
海
外

（中
国
）
公
演
の
実
績
が
文
化
庁
に
認
め
ら
れ
、
ヴ
ォ
ッ
ク
ス
音
楽
吟
詠

会

・
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
に
文
部
大
臣
賞

（現
在
の
文
部
科
学
大

臣
賞
）
を
賜
る
事
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ボ
ッ
ク
ス
の
特
筆
す
べ
き
事
項
で

す
。 

 

地
区
役
員
間

地
区
役
員
間

地
区
役
員
間

地
区
役
員
間

・・・・
全
国
組
織

全
国
組
織

全
国
組
織

全
国
組
織
と
の
と
の
と
の
と
の
親
睦
親
睦
親
睦
親
睦    

 

播
磨
地
区
は
、
発
足
当
初
よ
り
年
に

一
度
親
睦
会
を
催
し
て
き
た
。 

羽
合
温
泉
・鳥
取
砂
丘
な
ど

へ
、
最
近
ま
で

一
泊
で
近
在
保
養
地
を
巡
り
、

今
年
の
親
睦
回
は
特
に
打
ち
解
け
て
役
員
の
心
が

一
つ
に
な
っ
た 

よ
う
に
感
じ
る
。 

 

一
方
、
全
国
組
織
に
つ
い
て
、
私
と
し
て
は
非
常
に
有
難
い
こ
と
に
心

も
通
い
違
和
感
の
な
い
触
れ
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
地
区
役
員

も
総
本
部
や
他
地
区
間
と
の
接
触
を
良
く
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
十
九
年
十

一
月
に
は
、
名
流
大
会
を
播
磨
で
開
催
し
て
頂
き
、
懇

親
会
で
全
国
の
先
生
方
と
の
触
れ
合
い
は
最
高
で
し
た
。 

  



                         
 

 
 

 
 

 
 

 

受 

賞 

者 

名 

簿 

特

別

功

労

特

別

功

労

特

別

功

労

特

別

功

労

賞賞賞賞    

 

名
誉
顧
問

・
相
談
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

清

水

源

翁 

 

副
会
長

・
事
務
総
長

・
中
部
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

草

薙

典

龍 

 

副
会
長

・
近
畿
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡

田

岳

龍 

 

副
会
長

・
西
中
国
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本

田

天

水 

 

総
本
部
参
与

・
播
磨
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

渡

辺

賀

鏡 

 

東
京
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寺

橋

暁

穂 

 

近
畿
地
区
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

後

藤

国

頂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森

脇

一

天

翔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐

藤

水

涛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石

井

岳

粋 



                         

北
関
東
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生

天

目

輝

風 

 

北
関
東
地
区
副
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

矢

口

吟

洸 

群
馬
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国

分

国

壮 

播
磨
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松

井

賀

鶴 

 

播
磨
地
区
事
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

嶝

本

賀

求

道 

 

信
越
地
区
本
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中

山

国

洲 

西
中
国
地
区
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

尾

崎

煌

水 

 

西
中
国
地
区
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

杉

野

晃

水 

 

総
本
部
渉
外
委
員

・
東
京
地
区
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

荒

井

惠

凰 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

以
上
。 

    



                         
 

 

◇
永

年

功

労

永

年

功

労

永

年

功

労

永

年

功

労

賞賞賞賞 
 

東
京
地
区

東
京
地
区

東
京
地
区

東
京
地
区 

 
 
 

 
 

 
 

多
田
羅
心
龍

・
岩
渕
愛
華

・ 

伊
藤
晃
峰

・
加
藤
心
皇

・ 

加
藤
心
琴

・ 

木
村
竹
峰

・ 

清
水
鈴
峰

・ 

榛
葉
芳
楓 

 
 

 
 
 

 
 

浜
島
秀
鶯 

・
森
山
春
水

・ 

良
永
央
有

・
川
越
登
凰

・ 

磯
貝
岳
穂

・ 

藤
ヶ
谷
翔
静 

 

北
関
東
地
区

北
関
東
地
区

北
関
東
地
区

北
関
東
地
区 
澤
口
紘
風 

・
栃
本
蘭
風

・ 

山
口
憑
風

・
路
川
悦
風

・ 

藤
田
陽
風 

 

中
部
地
区

中
部
地
区

中
部
地
区

中
部
地
区    

 
草
薙
麗
堂

・ 

坂
井
薫
斎

・ 

河
田
誠
龍

・
竹
村
神
奎

・ 

都
筑
大
鳳

・ 

長
谷
川
桂
楓

・
大
塚
龍
伸

・ 

森 

聲
華

・ 
高
木
豊
葉

・ 

渡
邉
伯
陽

・ 

多
和
田
久
美
容

・ 

井
川
園
楓

・ 

小
芝
誠
範

・ 

斉
藤
城
鳳

・ 

松
岡
鏡
鳳

・ 

井
川
白
鳳

・
高
橋
藍
鳳 

 

近
畿
地
区

近
畿
地
区

近
畿
地
区

近
畿
地
区 

 

松
森
水
隆

・ 

岡
田
桜
風

・ 

今
田
岳
聡

・
塩
田
水
勝

・ 

北
野
崖
城

・ 

場
工
水
司

・ 
 

 

信
越
地
区

信
越
地
区

信
越
地
区

信
越
地
区 

 

飯
島
真
道

・ 
倉
崎
鋭
道

・ 

大
野
麗
道

・
片
倉
清
風

・ 

北
原
海
洲

・ 

小
林
章
洲

・ 

宮
原
穂
洲

・ 

矢
澤
蛍
洲

・
小
林
丹
風 

 

西
中
国
地
区

西
中
国
地
区

西
中
国
地
区

西
中
国
地
区 

赤
瀬
暁
声

・ 

石
本
嶺
水

・ 

村
中
鷹
雲 

 

群
馬
地
区

群
馬
地
区

群
馬
地
区

群
馬
地
区 

 

斎
藤
要
風

・ 

池
田
松
領

・ 

蛭
川
龍
卯

・
大
熊
荘
幸

・ 

柚
木
荘
香

・ 

小
暮
紫
風

・ 

中
澤
松
邦

・ 

上
田
荘
博

・
諸
田
荘
秋

・ 

 
 

 
 
 

 
 

柴
崎
栄
荘

・ 

小
野
里
荘
孝

・
西
村
岳
風 

 

神
奈
川
地
区

神
奈
川
地
区

神
奈
川
地
区

神
奈
川
地
区 

和
田
洲
山

・ 

山
室
瑞
山

・ 
大
津
元
順

・
須
藤
元
光

・
秋
山
元
汀 

 

播
磨
地
区

播
磨
地
区

播
磨
地
区

播
磨
地
区 

 

豊
田
凛
風

・ 

清
水
賀
操

・ 

石
井
賀
崇
石

・
田
中
峰
翔 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

以
上
。 

 
 

 

◇
感感感感

    

謝謝謝謝

    

状状状状    

 

東
京
地
区

東
京
地
区

東
京
地
区

東
京
地
区 

 

田
中
令
風

・
松
原
輝
凰

・ 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

北
関
東
地
区

北
関
東
地
区

北
関
東
地
区

北
関
東
地
区 

中
村
精
龍

・
楡
木
秀
粋

・
中
村
峯
龍 

 

中
部
地
区

中
部
地
区

中
部
地
区

中
部
地
区 

 

一
木
翔
雲

・
三
ツ
谷
静
楼

・
谷
口
神
桂

・
谷
口
松
峰

・
佐
藤
聖
山

・
佐
藤
聖
陽

・
花
井
静
櫻

・
古
海
瑛
翔

・
平
光
薫
陽

・ 

 
 

 
 

川
尻
里
翆
山

・
真
野
斎
錦

・
大
池
斎
方

・
高
木
炎
伸 

 

信
越
地
区

信
越
地
区

信
越
地
区

信
越
地
区 

 

笠
井
雪
舟 

 

西
中
国
地
区

西
中
国
地
区

西
中
国
地
区

西
中
国
地
区 
 

 
 
 
 

 

な
し 

 
 

 

神
奈
川
地
区

神
奈
川
地
区

神
奈
川
地
区

神
奈
川
地
区 

妻
木
元
達

・
和
田
美
山

・
小
野
川
瑶
山 

 

播
磨
地
区

播
磨
地
区

播
磨
地
区

播
磨
地
区 

 

村
尾
賀
鳳
村

・
別
府
賀
雲
昌 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

群
馬
地
区

群
馬
地
区

群
馬
地
区

群
馬
地
区 

 

関
勝
風

・
金
子
功
風

・
斎
藤
桜
富

・
石
田
暁
風

・
内
藤
龍
映 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

以
上
。 

 



 



 



 



 



 


